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                                                  和田哲弥

　船橋市坪井町という処に在ります。本湊川分教会という小さな教会をお預かりしております。
事情では電気工事業を営んでおります兼業農家ならぬ兼業教会長という処でしょうか。どうして
も仕事優先になり支部の例会にもほとんど出席することができませんので、皆様とお会いするこ
ともなく大変失礼いたしております。

　私が、教会長になって早8年になるようです。今年の年賀状に任命講習同期のある先生がそのよ
うに書かれていました。思い起こせば，講習の時もちょっと落ちこぼれだったなーっと無責任に
思い出します。

　そもそも私のようなものが責任ある教会をお預かりする立場になるのは間違っているのではな
いか、出来るわけがない。そう思っていました。何とか逃れられないかとも思っていました。そ
れでも、ついに追い詰められこのような立場に・・・。

　人見知で、話邊手で、リーダーシップもない。それでもこうなった以上、立場が人を作るとも
申しますし。本当にダメなら神様はきっと自分をお引き上げになるだろうから親神様にこの命お
預けすれば良いと思いつつ現在に至っています。

　こんな私に、親神様はいつもご褒美をくださいます。就任奉告祭。家族だけで、こじんまりや
るのだろうと思っていましたが、船橋支部の諸先生方の大勢のご助力により大変盛大に勤めさせ
ていただくことができました。ありがたくその気持ちが込上げて涙が止まりませんでした。

　毎月のお祭りも兄弟姉妹に助けられ、何とか勤めさせていただいております。大祭には巡教の
先生もお越しになります。まだまだ私の力不足で充分な人従も勤めも出来てはおりませんが、周
りの人々のおかげで、もちろん、親神様、おやさまの御陰で勿体ない日々を過ごさせていただい
ております。


